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J67a 全天 X線監視装置MAXIによる1年間のガンマ線バーストの観測と解析
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2009年 8月に観測を開始した全天 X線監視装置MAXIは，現在，多くのGRB 探査機で不感帯域となってい
る 10keV以下の軟 X線に感度があり，X線フラッシュなど低エネルギーの X線での放射が卓越する現象やプロ
ンプト放射中の吸収量 (nH)について調べることができる唯一の観測装置である。また，92分毎に全天の役 9割
を走査することで，X線残光についても調査することができる。
2010年 6月現在，観測開始からの約 10ヶ月でMAXIで検出できたガンマ線バーストとみられる現象は 11例で

あり，そのうち 4例は他の衛星で同期がとれたもの，残りはMAXIだけが検出したものである。更に，MAXIだ
けで観測されたもののうち 4例は 10keV以下で明るいという特徴があり，X線フラッシュの観測にMAXIは非常
に有効であることが確認できたと言える。
本講演では，プロンプト放射の軟X線での振る舞いや，ガンマ線バーストとX線フラッシュの頻度など，観測

開始からの約 1年で得られたMAXIのガンマ線バーストの観測，解析結果についてまとめる。また，X線残光お
よびX線前駆現象（プレカーサー）の調査結果についてもあわせて報告する。


